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は じ め に 

 

岩出市教育委員会では、第２次岩出市長期総合計画に掲げたまち

づくりの基本方針である「活力あふれるまち ふれあいのまち」の

実現に向け、学校教育の充実並びに青少年健全育成、生涯学習・ス

ポーツの推進及び文化・芸術の振興に努めてまいりました。 

また、平成２４年度の重点目標として、平成２３年度に引き続き

「生きる力を育む人間力の育成」を掲げ、重点目標の推進に当たっ

ては、家庭や地域社会との連携協力を図りながら、取り組んできた

ところです。 

本報告書は、本市教育委員会の課題や、今後の取組の方向性を明

らかにし、教育行政の一層の推進を図るとともに、市民から信頼さ

れる教育行政を推進するため、平成２４年度に実施した事務事業の

点検評価をまとめたものです。 

点検評価の結果を踏まえ、よりよい教育の実現を目指し、教育行

政の充実に努めてまいります。  

平成２６年３月 

                    岩出市教育委員会 
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Ⅰ 岩出市教育委員会事務の管理及び執行状況の点検・評価の報告について 

 

１ 点検・評価の経緯 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、PDCA のマネジメント

サイクルを確立すべく、平成２４年度における岩出市教育委員会事務の管理及

び執行状況の点検・評価について第２次岩出市長期総合計画に基づき実施した

事業のうち、主な３８事業について点検・評価を実施した。 

 

２ 点検・評価方法について 

点検・評価の方法については、教育総務課、生涯学習課、岩出図書館、民俗

資料館の２課２館で、各事業をその目的ごとに施策としてまとめ、施策単位で

評価を実施した。 

評価については、４段階（ａ期待以上、ｂ期待どおり、ｃやや下回る、ｄ期

待以下）の基準を設けた。 

評価の今後の方向性については、「廃止」、「見直し」、「完了」、「継続」の４つ

の基準を設けた。 

 点検・評価の報告書については、平成２６年２月２７日と３月１４日、２回

の教育委員会評価委員会を開催し、本市の教育に関し学識経験を有する方々に

意見、助言をいただき、確認のうえ取りまとめた。 

 各事業については、平成２４年度教育委員会事務事業評価一覧表のとおりで

ある。 

 

３ 教育委員会評価委員 

   

氏   名 職   名  

藤井  均 元岩出市立小学校長、社会教育委員  

富永 茂郎 岩出市青尐年育成市民会議本部委員  

山田 恭央 岩出市公民館運営審議会委員長  
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４ 教育委員会事業の概要 

岩出市教育委員会では、第２次岩出市長期総合計画の基本方針である「活力

あふれるまち ふれあいのまち」の実現を目指し、「学校教育の充実」「青尐年

の健全育成」「生涯学習の推進」「文化・芸術の振興」「国際交流の推進」「人権

尊重の推進」を主要施策として掲げ、教育総務課、生涯学習課、岩出図書館、

民俗資料館の２課２館において各事務事業を実施した。 

 

教育総務課においては、「（１）豊かな学力の育成と体力の向上」、「（２）安全・

安心な教育環境の整備・充実」、「（３）地産地消の推進による安全・安心な学校

給食の充実と徴収率の向上」の３つの項目を重点事業として実施した。 

 

（１）豊かな学力の育成と体力の向上 

（ア）学力・体力向上対策実践事業 

 「学力・体力向上対策実践事業」としては、「いわでアスリートクラブ事業」、

「適応指導教室事業」、「確かな学力育成のための実践研究事業」、「外国青年

招致事業」を実施した。 

  

「いわでアスリートクラブ事業」では、陸上競技を通じて、児童の心身の

健全育成が図られた。 

 登録者は、岩出市内の小学校３年生から６年生を対象に２２２名。 

 

「適応指導教室事業」では、嘱託学校教育指導員２名を配置し、心理的要

因等により学校生活に適応できず登校できない児童・生徒に対する教育相談

や生活・学習支援を行うほか、指導員と担任教師が連携を深めることにより、

在籍校への復帰を図っている。 

入室者は、平成２３年度は中学生４名と尐数であったが、平成２４年度は、

中学生１２名となり、前年度に比べ利用促進を図ることができた。また、そ

の内の１名は、完全に学校への復帰を果たすことができた。 

なお、中学３年生の入室者４名全員が普通高校へ進学している。 

 

 「確かな学力育成のための実践研究事業」では、岩出小学校を「言語活動

の充実」研究の拠点校（研究指定２年目）として、上岩出小学校を算数研究

の拠点校（研究指定１年目）として指定し、市内各小・中学校と連携しなが

ら、子どもの確かな学力を育成している。 

その結果、岩出小学校では、ハンドサインを活用した挙手による意見交換、
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討論形式の授業など、子どもの学習意欲や思考力を高めるための先進的な取

組が行われた。上岩出小学校では、算数における基礎・基本の定着を図るた

めの徹底した反復練習や、家庭学習を充実させるための家庭向け啓発資料の

作成などに取り組み、徍々にその成果が現れてきている。 

他の小学校４校については、それぞれの特色を生かした自主研究を実施し、

子どもの実態に応じた取組を推進し、学校間でその交流を行っている。 

 

「外国青年招致事業」では、週３回であった中学校の英語の授業が、平成

２４年度から週４回になり、ますます英語教育が重要となる中で、特に英語

による「聴く・話す力」の育成や国際理解教育の充実に寄不した。 

 

 

（イ）就学援助費補助事業 

「就学援助費補助事業」においては、「特別支援教育就学奨励費扶助事業」、

「要保護、準要保護児童・生徒扶助事業」を実施した。 

 

「特別支援教育就学奨励費扶助事業」では、小・中学校の特別支援学級に

在籍する児童・生徒の保護者に対し、学用品費、通学用品費、新入学児童・

生徒用品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費を支給し、就学に係る経

済的な負担軽減を図った。 

小学校では４０名、中学校では６名に対し、特別支援教育就学奨励費扶助

事業を実施した。 

 

「要保護、準要保護児童・生徒扶助事業」では、経済的理由によって就学

困難と認められる児童・生徒の保護者に対し、学用品費、通学用品費、新入

学児童・生徒用品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費を支給し、就学

に係る経済的な負担軽減を図った。 

小学校では４０３名、中学校では３１４名に対し、要保護、準要保護児童・

生徒扶助事業を実施した。 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備・充実 

「教育環境の整備事業」としては、「小・中学校施設改修事業」による施設

の充実と「ブロック塀等耐震化補助事業」、「小・中学校教材教具等の整備事

業」による教育環境の充実に寄不した。 

 

  「小・中学校施設改修事業」では、小・中学校の非構造物材耐震化工事や



 

4 

 

補修工事、環境整備工事及び通学路整備工事を実施した。 

  小学校の補修工事については、岩出小学校では大プールろ過用設備改修工

事、校内放送設備工事、山崎小学校では屋外トイレ新築工事、普通教室改修

工事、山崎北小学校では駐車場整備工事、電気設備丌適合箇所改修工事、根

来小学校ではプール塗装工事、校内放送配線設備改修工事、上岩出小学校で

は普通教室改修工事、廊下手洗い増設工事等を実施した。 

  また、中学校の補修工事については、岩出中学校ではテニスコート改修工

事、普通教室改修工事、揚水管取替工事、岩出第二中学校では中庭補修工事、

体育館換気窓取付工事等を実施した。 

  環境整備工事については、山崎小学校、上岩出小学校、中央小学校におい

て、夏場の西日が強く当たる南北棟の窓ガラスに遮熱フィルムを貼る工事を

行い、前年度に設置した扇風機との併用による学習環境の改善に努めた。 

  また、通学路整備工事については、岡田地区外通学路整備工事他７件の工

事を実施した。 

  以上の事業を行った結果、教育環境の整備や児童・生徒の安全確保が図れ

た。 

 

 「ブロック塀等耐震化補助事業」は、岩出市広報や市のウェブサイトへの

掲載、市政懇談会や区・自治会長会議でのチラシの配布により、周知を行っ

たが、利用世帯がなく、住民への周知方法について再検討する必要がある。 

 

「小・中学校教材教具等の整備事業」では、特に中学校での体力向上対策

の一つとして、マットなどの体育備品の充実を図ったほか、小中学校とも計

画に基づいた教材備品の充実・更新を図った。 

児童・生徒用図書の購入については、小学校では２，８１０冊を購入し、

小学校の総蔵書数が７８,９７９冊となった。また、中学校では１,３１４冊を

購入し、中学校の総蔵書数が３８,７５５冊となった。その結果、文部科学省

の「学校図書館図書標準」による「標準冊数」を、根来小学校以外は充足し

ている。（根来小学校は、蔵書数９，９７４冊、標準冊数１０，５６０冊） 

 

（３）地産地消の推進による安全・安心な学校給食の充実と徴収率の向上 

「学校給食運営事業」では、児童・生徒に栄養バランスのとれた安全で安

心な給食を提供し、心身の健全な育成を図るとともに、地産地消を推進する

ことにより、安全で新鮮な食材の活用を図った。 

また、円滑な学校給食運営を推進するため、給食費の滞納者に対しては、

学校との連携を一層強化した督促を行うとともに、和歌山簡易裁判所への支



 

5 

 

払督促申立による債権差押や、児童手当からの徴収、夏季・冬季徴収、電話

催告、随時の臨戸徴収等を行い、徴収率の向上に努めている。 

 

 

次に、生涯学習課においては、「（１）青尐年の健全育成」、「（２）生涯学習の

推進」、「（３）文化・芸術の振興」の３つの項目を重点事業として実施した。 

 

（１）青尐年の健全育成 

青尐年の健全育成においては、次代を担う青尐年が健全に育つために、家庭・

学校・地域・行政が青尐年の健全育成を目的とした各種団体との連携を図り、

青尐年が犯罪に巻き込まれないよう、青色防犯パトロールの巡回や通学路に設

置している子ども見守りカメラを運用するとともに、登下校時のあいさつ運動、

見守り活動などを実施し、犯罪抑止に寄不することができた。 

  「岩出市青尐年補導委員会」の活動の一環として、青尐年を取り巻く環境浄

化を図るため、ゲームセンターや大型店舗での非行未然防止活動を実施した。 

「岩出駅周辺環境浄化パトロール」では、各種関係団体等の連携により、駅

前での清掃活動や下校時の生徒に声かけ運動を実施した。 

  「青尐年センター」においては、青尐年の非行防止活動を有効かつ適切に行

い、学校・警察・各種団体と連携を密にし、青尐年健全育成のため取り組んだ。 

 

（２）生涯学習の推進 

生涯学習の推進においては、子どもから高齢者まで、一人一人が個性や能力

を伸ばし、生きがいのある充実した生活を送るため、学習機会の提供と環境づ

くりを行った。 

「放課後子ども教室推進事業」においては、市内６小学校８５教室を開催し、

延べ８，７７０名が参加した。 

公民館文化教室では、１５講座で、延べ２６１名が受講し、知識や技術を身

に付けるだけでなく、ともに学習する仲間として、人と人との結びつきを深め

ることができた。 

成人講座では、１０講座で、延べ６１３名が受講し、現在社会が抱える課題

を教材として学習し、相互のふれあいと交流を深め、地域社会の発展に寄不す

ることができた。 

公民館においては、市民の高まる学習意欲やニーズに対応した生活に役立つ

学習、文化的な学習、地域に貢献できる学習等の教室や講座を実施した。 

事業としては、 
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（ア）市民を対象とした文化教室として、書道教室、英会話教室、韓国語教室

等を開催。 

（イ）成人講座として、行政講座や歴史講座等を開催。 

（ウ）パソコン教室の開催。 

（エ）子どもを対象とした夏・冬の子ども講座として、お菓子教室等を開催。 

（オ）高齢者を対象としたふれあい学級として、歴史講座や健康教室等を開催。 

 

スポーツ事業として、市民運動会では９，８６９名の参加があり、市民のス

ポーツ振興と、レクリエーションの普及や健康増進を図り、市民相互のふれあ

いと交流を深める機会を提供することができた。 

岩出マラソン大会では、２，６９７名の参加があり、市外からの多くの参加

者に対して岩出市を広くＰＲすることができ、また、参加者間の交流により互

いに触れ合うことができ、有意義な大会であった。 

また、競技力の向上と育成、活動の活性化を図るため、スポーツ尐年団や体

育協会等への補助や、全国大会等に出場する選手に補助することで、生涯スポ

ーツの振興と青尐年の健全育成等に寄不することができた。 

全国大会は１０件、近畿大会は８件、県大会は１３件で、合計３１件の補助

を行った。 

 

（３）文化・芸術の振興 

文化・芸術の振興においては、多種多様な芸術・文化に触れる機会の提供、

また、伝統的文化の継承を促進し、文化・芸術の振興を図った。 

文化祭事業では、２３，１８３名の参加があり、市民の文化活動の成果を発

表する場を設け、文化活動の振興と普及を図れた。 

公民館フェアー事業では、コンサートに１４団体、２３２名、ギャラリーに

１６団体、２２４名の参加があり、人々の出会い・ふれあいの場を提供できた。 

全国子守唄サミット＆フェスタ事業では、平成２４年度は、長崎県島原市で

開催され、根来の子守唄保存会と根来史研究会根来鉄砲隊が参加し、子守唄の

保存・継承に努めている全国の加盟団体（７団体）と交流を深めると共に、根

来の子守唄を全国に発信することができた。 

  

 

次に、岩出図書館においては、「（１）子ども読書活動推進事業」、「（２）図書

館利用促進事業」の２つの項目を重点事業として実施した。 
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（１）子ども読書活動推進事業 

子どもたちの生涯にわたる「生きる力」の基礎的な部分を育む豊かな読書環

境づくりの継続的な推進を図るため、アンケート調査を実施するとともに、意

見募集も行い、第２次岩出市子ども読書活動推進計画（平成２５年度～平成２

９年度）を策定した。 

また、家族が子どもと一緒に読書する時間をつくり、「うちどく（家での読書）」

することを推進するため、おすすめの図書のリストや家族の読書の記録を書き

とめる欄を掲載した「うちどくノート」の配布や、図書館におすすめ本を展示

する「うちどくコーナー」を設置し、市内の各小中学校と連携しながら家庭力

の向上と子どもの読書活動の活性化を図った。 

 

（２）図書館利用促進事業 

市民の図書館に対する理解と関心を深めるため、各種のイベント事業、講演

会、ＤＶＤ上映会等を開催することにより、利用促進を図った。 

平成２４年度の入館者数は、岩出図書館及び分館・分室合せて１９９，９６

９名、蔵書数は、２３８，６５６冊、貸出冊数は、３３５，２４４冊、登録者

数は、２５，０７７名であった。 

今後も、地域密着型図書館として、市民の身近にあって、「いつでも、どこで

も、誰でも」図書館サービスが受けられるよう努める。 

 

 

次に、民俗資料館においては、「（１）民俗資料館の活性化」、「（２）文化・学

習基盤の確立」、「（３）歴史・伝統文化の振興」の３つの項目を重点事業として

実施した。 

 

（１）民俗資料館の活性化 

「施設改修事業」としては、「民俗資料館屋根補修工事」、「民俗資料館常設展

示室空調設備改修工事」、「民俗資料館常設展示改修工事」の実施により、施設

の整備・充実が図られた。 

   

（２）文化・学習基盤の確立 

（ア）民俗資料館展観事業 

  「秋季企画展」では、５，３０３名の入館者があった。また、「根来塗講座

作品展示」では７，３５９名、「文化協会作品展示」では 6 団体述べ６，８

７７名の入館者があり、次代を担う小・中学生や若い世代の方にも郷土の

歴史の情報や学習の場を提供した。 
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（イ）民俗資料館体験学習事業 

  「小・中学生歴史ウォーク」では、５８名の参加があった。また、「企画展

講演会」では４７名、「歴史講座」は 2 回開催し、合計で１４９名の参加が

あり、市民に様々な角度から郷土の歴史や成り立ちについて学びふれあう

機会を提供することができた。 

 

（ウ）伝統工芸継承事業 

「根来塗講座」の実施や「根来の子守唄保存会」の助成を行った。今後も、

伝統工芸の伝承や民俗芸能等の調査・保存に努め、指導者や後継者の育成を

図り伝統文化や文化遺産の保存・継承を推進する。 

 

（３）歴史・伝統文化の振興 

「国宝（建造物）根来寺大塔ほか防災・防犯事業」など指定文化財への管理

補助を行った。今後も、岩出の歴史、文化、観光の中心地として関心が高い根

来寺をはじめ地域の歴史や文化を伝える貴重な文化遺産については、関係機関

等と連携協力し保全・活用を図っていく。 
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Ⅱ 各課の事業に対する点検評価の結果について 

１ 点検評価結果 

                     【教育総務課】 

（１） 学校教育の充実 

〔基本方針〕 

  生涯にわたる人間形成の観点から生涯学習の基礎を培い、豊かな心と多様

な社会環境に適応できる能力を持った児童・生徒の育成に向けて、教育施設

や教育内容の充実を図る。 

  また、「生きる力」を育むため、個人の尊厳と個性の尊重という基本的な

考えに立ち、一人一人の能力と個性に応じた教育実践に努め、家庭や地域と

の連携による指導の充実などを行う。 

  

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

 ○ いわでアスリートクラブ事業では、陸上競技を通じて、児童の心身の健

全育成に努めた。 

  実施回数：３７回 登録者数：２２２名。 

  実施場所：中央小学校又は大宮緑地総合運動公園。 

 ○ 適応指導教室事業では、学校や関係機関と連携を図り、児童・生徒の在

籍校への復帰に努めた。 

  入室生徒数：中学生１２名、延べ日数４０９日。 

来所相談者：１５名 電話相談件数：９件 訪問件数：３１件。 

 ○ 小・中学校の補修工事については、優先順位により計画どおり事業を実

施し、児童・生徒の安全確保に努めた。 

○ 倒壊による事敀を未然に防止するため、ブロック塀等耐震化補助を計画

していたが、利用件数がなかった。 

○ 教材・教具等の整備については、小・中学校とも、計画に基づき進める

ことができた。特に、中学校は、新学習指導要領に対応した教材整備を進

めることができた。図書整備については、根来小学校の蔵書数が図書標準

を満たすよう、早急に対応する必要がある。 

 ○ 児童携帯用防犯ブザー購入費を補助し、登下校時の危険防止に努めた。 

   １８３名分を補助 申請率３２％。 

 ○ 授業における実践研究を行うことにより、教職員の資質向上を図り、児
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童・生徒の確かな学力の育成に努めた。 

  岩出小学校（２年目）言語活動の充実 上岩出小学校（１年目）算数科 

   他の４校は、それぞれの特色を生かした自主研究を実施。 

 ○ 紀の国緑育推進事業については、自然と触れ合う機会が減尐している子

どもたちに、森林体験等を通して貴重な体験をさせることができた。 

   参加児童数：６１３名 場所：日高川町 日高川ふれあいドーム。 

 ○ 特別支援教育就学奨励費扶助事業を実施することにより、保護者の負担

軽減に努めた。 

   小学校：４０名 中学校：６名。 

 ○ 要保護、準要保護児童・生徒扶助事業を実施することにより、保護者の

負担軽減に努めた。 

   小学校：４０３名 中学校：３１４名。 

 ○ 事業所の協力により、職場体験を実施することができた。 

   岩出中学校     2 年生 ２７４名 7８事業所。 

   岩出第二中学校 ２年生 ２９０名 ６８事業所。 

 ○ 授業の一環として中学校の防災訓練を実施した。また、防災の啓発・指

導・実践活動ができるジュニアリーダーの育成を行った。 

   防災訓練 

 岩出中学校３年生 ３０２名 岩出第二中学校 3 年生 ２６０名。 

 防災ジュニアリーダー ４５名参加。 

  岩出市地域防災訓練  ２２名参加。 

 ○ 私立幼稚園の就園奨励費補助事業を実施することにより、保護者の負担

軽減を図った。 

   １１園に私立幼稚園就園奨励費補助金を交付 

 ○ 学校給食については、児童・生徒に栄養バランスの取れた安全で安心な

給食の提供に努めた。また、給食費の徴収率向上が図られた。 

   地産地消の推進 旬の野菜３１品目使用  地産地消率７７.６％。 

   徴収率（現年度）９９．０１％。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 学校教育の充実については、１４事業の評価を実施し、総合評価は「期

待以上」が２事業、「期待どおり」が１１事業、「期待以下」が１事業と評

価し、今後の方向性は１４事業全てを「継続」とした。 

 ○ いわでアスリートクラブ事業については、登録者も多く成果があがって

いるが、指導者の確保が課題となっている。 

 ○ 適応指導教室事業については、依然、入室困難な児童・生徒がいるため、
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学校、家庭及びスクールカウンセラーや他機関との連携強化をさらに図っ

ていく必要がある。 

 ○ 小・中学校施設改修事業については、補修工事、環境整備工事の実施に

より、教育環境の整備や安全確保が図られたが、通学路の危険箇所につい

ては、さらに安全確保に取り組んでいく必要がある。 

 ○ ブロック塀等耐震化補助事業については、児童・生徒の安全確保を図る

ため必要な事業であり、地域住民への周知方法の改善に努めていく必要が

ある。 

 ○ 確かな学力育成のための実践研究事業については、子どもの意欲や態度

に改善の兆しがみられるが、数値的な成果による検証が必要である。 

 ○ 学校給食運営事業については、円滑な給食運営を推進するために、給食

費の滞納者に対し、支払督促申立てによる債権差押や、学校との連携によ

る個別徴収をより一層強化するとともに、児童手当からの徴収等により収

納率の向上にさらに努める必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

 ○ 岩出アスリートクラブ事業については、年々登録者が増加し、競技力に

ついても成果があがっているので、今後も是非継続してもらいたい。指導

者については、ボランティアの指導者を公募するなど、教員以外の指導者

も確保できるような工夫をお願いしたい。 

 ○ 適応指導教室事業については、昨年度に比べて大きく利用者が伸びたこ

とは顕著な成果といえる。丌登校の原因は、友達づきあいの複雑化や家庭

環境など様々であると思われるので、今後も学校や関係機関と連携しなが

ら児童・生徒一人一人の状況に応じた対応の充実をお願いしたい。 

 ○ 小・中学校施設改善事業については、非構造物材の耐震を完了したこと

で、小中学校の耐震化が全て完了したことは、大きな成果である。引き続

き計画的に改修工事や補修工事を行い、児童・生徒の学習環境の充実を図

ってもらいたい。なお、通学路の危険箇所については、今まで以上に教育

委員会、学校、道路管理者、警察等と連携を強化し、改善に努めてほしい。 

 ○ ブロック塀等耐震化補助事業については、児童・生徒の安全確保という

観点から引き続き実施する必要があるが、利用件数がなかったことは残念

である。住民への本事業の周知方法等について、再検討してもらいたい。 

 ○ 確かな学力育成のための実践研究事業については、本事業を通した教育

委員会から学校へのサポートが重要である。今後も研究を充実させてもら

いたい。 

 ○ 学校給食運営事業については、円滑な給食運営を推進するためには、給
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食費の完全徴収が重要である。引き続き収納率の向上に努力してもらいた

い。安全で新鮮な地元食材を活用することも重要であるため、引き続き地

産地消の推進にも努めてもらいたい。 

 

（２） 子育て環境の充実 

〔基本方針〕 

  地域子育て環境の充実については、児童の健全育成を図るため、家庭と地

域社会が一体となった良好な社会環境づくりに努める。 

学童保育については、保育時間や指導員の体制作りに一層努める。 

  

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

 ○ 共働き世帯を対象に、放課後における子どもの居場所づくりのための事

業として、シルバー人材センターに委託し、放課後児童健全育成事業（学

童保育）を実施した。 

   市内６ヶ所（７教室）で実施 

小学校１年生から３年生対象 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 子育て環境の充実については、1 事業の評価を実施し、総合評価は「期

待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

 ○ 放課後児童健全育成事業については、効果が高くより一層の充実に努め

る必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 岩出市は、核家族化が進んできており、夫婦共働きの家庭も多い。このよ

うな保護者にとっては非常に重要な事業であるため、引き続き本事業の充実

に努めてもらいたい。 

 

（３） 国際交流の推進 

〔基本方針〕 

  情報提供サービス等の充実に努め、民間による国際交流・地域ぐるみの国

際交流を推進するほか、住民ボランティアの育成を図るなど、住民参加型の

国際交流を展開する。 
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〔平成２４年度の主な取組状況〕 

 ○ 外国青年を英語指導助手として招致し、中学校で英語教育を実施した。 

  岩出中学校、岩出第二中学校に２週間ごとに英語授業の助手として勤務。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 国際交流の推進については、1 事業の評価を実施し、総合評価は「期待

どおり」、今後の方向性は「継続」とした。 

 ○ 外国青年招致事業については、英語教育や国際理解教育の充実に大きな

役割を果たすことから、今後も継続した実施が必要である。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 外国青年招致事業については、英語教育や国際理解教育の充実に大きく

寄不しているため、今後も継続してもらいたい。人選は市でできないとの

ことであるが、学校教育にふさわしい人物が招致されることを望む。 
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【 生 涯 学 習 課 】

（１） 青尐年の健全育成 

〔基本方針〕 

  青尐年各団体の活動の充実と各組織との連携の強化に努め、家庭・学校・

地域及び行政がそれぞれの果たす役割を明確にし、青尐年を取り巻く様々な

問題について取り組み、子どもの育つ環境を守るとともに、地域社会を形成

している大人に対しても、青尐年の健全育成に対する重要性や意識の向上に

努める。 

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 青尐年が心豊かに成長することを願い、青尐年の健全育成の一環として、

「青尐年育成市民会議」を始め、各組織の強化・充実を図った。 

○ 「あいさつ運動」、「清掃運動」、「子ども安全パトロール隊」などの活動

を通じて、青尐年の取り巻く環境の安全確保を図った。 

○ 青尐年センターでは、青尐年の健全育成及び非行防止として、丌良行為

の早期発見、早期指導、補導活動、青尐年に関する相談、立ち直り支援な

どに努めた。 

  

〔総合評価〕 

◎ 青尐年の健全育成については、２事業の評価を実施し、総合評価は「期

待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

○ 学校・警察・青尐年センター及び家庭・地域関係団体等が行政と一体と

なって、青尐年が健やかに育つ環境づくりに努める必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 青尐年育成市民会議助成事業において、大変充実した活動をしており評

価できるが、岩出市においても尐子高齢化が進んでおり、地区育成会の立

ち上げについて取組の強化を図ってもらいたい。  

 

（２） 生涯学習の推進 

〔基本方針〕 

 市民一人一人生きがいを持って、人生を送ることのできる活力あるまちづ
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くりを進めるため、学習者の主体性を尊重し、「いつでも、どこでも、誰でも

学べる」、「共に生き、共に学ぶ」ことができる環境づくりに努める。 

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 放課後子ども教室推進事業については、子どもたちの安全・安心な居場

所づくりのため、小学校の空き教室等を利用して、地域の方々の参画を得

て、学習活動・文化活動を通して、地域住民との交流活動に取組んだ。 

   ６小学校で８５教室、参加児童延べ人数は８，７７０名の参加。 

○ 公民館事業については、市民一人一人が生涯学習の各過程において、適

切に学習できる「場」と「機会」を提供し、あらゆる世代に親しまれる公

民館活動を実施した。 

   文化教室は、１５講座、受講者数は延べ２６１名の参加。 

   成人講座は、１０講座、受講者数は延べ６１３名の参加。 

   ふれあい学級は、１１講座、受講者数は延べ１，７３１名の参加。 

   パソコン教室は、４教室、受講者数は６３名の参加。 

   家庭教育学級は、１０か所（保育所（園）、幼稚園）受講者数は１，１９

５名の参加。 

○ 生涯学習振興事業については、文化祭の前夜祭として、生涯学習を考え

るつどいコンサートを実施した。 

   ピアノ＆ソプラノコンサートを実施し、２８４名の参加。 

 ○ 負担金･補助金事業については、市民の健全な体育及びレクリエーション

の振興、青尐年の健全育成のため、補助金を交付した。 

○ 市民運動会事業については、市民のスポーツ振興とレクリエーションの

普及・浸透を図り、よりよい人間関係を育むと共に、明朗・活発な人間育

成のため実施した。 

   参加者数は、９，８６９名。 

○ 岩出マラソン大会実行委員会助成事業については、参加者に健康と体力

づくりのため、生涯スポーツの普及と振興を推進するとともに、マラソン

大会を開催することにより、岩出市を広くＰＲすることを目的に開催した。 

   参加者数は、２，６９７名。  

○ スポーツ教室事業については、市民のスポーツ振興を図り、健康で明る

いまちづくりを推進する事を目的に実施した。 
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   親子教室は、１３７組で２７４名の参加。 

   ヨガ教室は、６０名の参加。       

   エアロビクスは、６３名の参加。 

○ 大会等選手派遣事業については、スポーツ活動の振興とスポーツ活動団

体の育成を図るため、各種スポーツ大会の出場に要する経費の一部を補助

した。 

   全国大会は１０件、近畿大会は８件、県大会は１３件の計３１件。 

〔総合評価〕 

◎ 生涯学習の推進については、８事業の評価を実施し、総合評価は「期待

以上」が１事業、「期待どおり」が７事業で、今後の方向性は、８事業全て

を「継続」とした。 

○ 教室や講座等の事業の必要性や有効性等を常に検証しながら事業展開を

図っていく必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 放課後子ども教室推進事業について、各小学校で多くの教室が開催されて

おり、地域の連帯意識が薄まるなか、地域住民との交流も図られており、今

後も子ども達が興味のもてる教室の開催を図られたい。   

 ○ 公民館事業において、文化教室や成人講座など様々な事業を行っている

が、今後もさらに創意工夫し市民ニーズに対応した事業の展開を図られた

い。 

○ スポーツ教室事業については、スポーツを通じての健康づくりに貢献して

おり、より多くの方に参加していただける取組をされたい。 

 

（３） 文化・芸術の振興 

〔基本方針〕 

創造性のある文化の薫り高いまちづくりに向けて、郷土文化の保存継承並び

にふるさと教育の更なる充実を図り、多種多様な芸術・文化に触れる機会を充

実させるとともに、文化団体の育成など地域文化活動の支援に努める。 

   

〔平成２4 年度の主な取組状況〕 

○ 文化祭事業については、市民の文化活動の成果を発表する機会を設け、
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文化活動の振興と普及を図り、参加を通じて文化への理解を深め、心がふ

れあう活力あふれるまちづくりを目的に開催した。 

  参加人数は２３，１８３名。 

○ 公民館フェアー事業については、文化教室及び公民館利用サークルの日 

頃の成果発表の場を設け、人々の出会い、ふれあいの機会をつくり、公民館

活動・文化活動に対する理解と関心を深めることを目的に開催した。 

コンサート１４団体で２３２名の参加。 

   ギャラリー１６団体で２２４名の参加。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 芸術・文化の振興については、２事業の評価を実施し、総合評価は２事

業とも「期待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

 ○ 文化祭については、出品数が横ばい状態であり、多くの市民に出品いた

だけるよう、企画・運営等協議し、幅広く参加できるよう努める必要があ

る。 

  

〔外部評価委員の意見〕 

 ○ 文化祭事業で、新しくそうへぃちゃんコーナーを設けるなど、出品数を

増やす取組が行われているが、今後も色々な発想で出品数を増やす工夫を

されたい。  

 

（４） 人権尊重の推進 

〔基本方針〕 

  重要課題である同和問題はもとより、女性、子ども、高齢者、障害者など

あらゆる人権問題の解決に向け、市民に対する人権意識の高揚に努める。 

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 人権啓発活動地方委託事業については、人権尊重思想の普及・高揚を図

り、市民に人権問題に対する正しい認識を広めるため開催した。 

○ 保護者学級開設事業については、小学校の保護者を対象に、人権問題に

関する認識と、人権教育を推進し、家庭や地域が果たす役割について、正

しい認識をもつため開催した。 
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   １８講座で、参加人数は、延べ１，１６３名。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 人権尊重の推進については、２事業の評価を実施し、総合評価は２事業

とも「期待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

○ 人権講演会を開催したが、一人でも多くの方に参加頂けるよう、周知方

法を検討し、人権問題に関する正しい認識を得ることに努める必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 人権啓発活動地方委託事業で講演会を開催し、アンケート調査で人権問題 

への関心・理解で「深まった」の回答が高かったことは評価できるが、市民 

に人権問題に対する正しい意識を広めるために、一人でも多くの方に参加し 

ていただけるよう広報について検討されたい。  
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                     【岩 出 図 書 館】 

（１） 子ども読書活動推進事業 

〔基本方針〕 

  国や県の基本計画をもとに、岩出市における成果と課題を踏まえ、「子ども

の自主的な読書活動の推進」を目指し、次の３点に取り組む。 

（１）家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 

（２）子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備・充実 

（３）子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 子どもたちの生涯にわたる「生きる力」の基礎的な部分を育む豊かな読 

書環境づくりの継続的な推進を図るため、平成２５年度から平成２９年度ま

での５年間を計画期間とする第２次岩出市子ども読書活動推進計画を策定

した。 

○ 家族が子どもと一緒に読書する時間をつくり、「うちどく（家での読書）」

することを推進するため、おすすめの図書のリストや家族の読書の記録を書

きとめる欄を掲載した「うちどくノート」の配布や、図書館におすすめ本を

展示する「うちどくコーナー」を設置した。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 子ども読書活動推進事業については、２事業の評価を実施し、総合評価

は２事業とも「期待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

○ 家庭におけるうちどくノートの利活用に努める必要がある。 

 

〔外部評価委員の意見〕 

○ 子どもを取り巻く環境の変化、生活環境の多様化が子どもの生活に強く反

映し、読書離れが進んでいると言われる中で、子どもたちが好きな本と出合

えるよう、各種施策を引き続き実施してもらいたい。 
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○ 学齢期の子どもにとって最も身近である学校図書室の効果的な活用がで

きるよう、岩出図書館と学校図書室の連携を更に進めてもらいたい。 

 

（２） 図書館利用促進事業 

〔基本方針〕 

  図書紹介、行事案内やサービス内容など様々な情報を発信したり、おはな

し会、イベント事業、講演会を開催することにより、市民の図書館に対する

理解や関心を深め、図書館利用の促進を図る。 

   

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 市民の多様なニーズに対応できるよう様々なジャンルの資料を取揃え、

本館と分館・分室のネットワーク化により、「いつでも、どこでも、誰でも」

図書館サービスが受けられるように、地域密着型図書館運営に努めた。 

○ 各種のイベント事業、講演会、ＤＶＤ上映会等を開催し、市民の読書活

動・生涯学習の向上とともに、図書館の魅力を伝えた。 

   入館者数は、１９９，９６９名 

   貸出冊数は、３３５，２４４冊 

   登録者数は、 ２５，０７７名 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 図書館利用促進事業については、２事業の評価を実施し、総合評価は２

事業とも「期待どおり」で、今後の方向性は「継続」とした。 

 ○ 各種のイベント等開催時期や内容等を検討し、更なる利用促進に努める

必要がある。  

 

〔外部評価委員の意見〕 

 ○ 図書館の各種サービスがまだまだ周知できていないように思われるので、

図書館イベントや図書館サービスについてＰＲし、情報提供することで図

書館利用の促進を図ってもらいたい。 

 ○ 全ての利用者に図書館を身近に感じてもらえるよう、興味、関心を持つ

図書資料の充実を図ってもらいたい。 
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                  【民俗資料館】 

（１） 文化・芸術の振興 

〔基本方針〕 

これまで培ってきた岩出の歴史・文化・自然などを受け継ぎ、多種多様な芸

術・文化に触れる機会を充実させ、時代や市民ニーズに応える。 

文化財等や文化的資源の保護・活用を図り、伝統的行事や民俗芸能の伝承を

促進し、文化・芸術の振興に努める。 

 

〔平成２４年度の主な取組状況〕 

○ 民俗資料館展観事業については、市民に郷土の歴史･文化に関心と理解を

深めていただくことを目的に開催した。 

   秋季企画展の入館者数は、５，３０３名 

   根来塗講座作品展示の入館者数は、７，３５９名 

   ６団体が参加した文化協会作品展示の入場者数は、延べ６，８７７名 

○ 民俗資料館体験学習事業については、小・中学生歴史ウォーク体験学習

として、大宮神社及びその周辺の歴史散策と自然環境を体験した。 

    小・中学生歴史ウォーク体験学習の参加者数は、５８名 

    第１回歴史講座の参加者数は、６９名 

    第２回歴史講座の参加者数は、８０名 

 ○ 国史跡保存管理計画等策定事業については、予定では平成２３・２４年

度の 2 ヶ年事業であったが、文化庁から、事業期間延長の指導があったた

め、和歌山県教育委員会や同策定委員会委員長と検討し、根来寺周辺の景

観調査、環境調査等の精査を行うため、平成 25 年度までの３カ年事業と

して実施することになった。 

 

〔総合評価〕 

 ◎ 芸術・文化の振興については、４事業の評価を実施し、総合評価は「期

待どおり」が４事業、今後の方向性は、3 事業を「継続」、1 事業を「完了」

とした。 

 ○ 民俗資料館展観事業については、歴史的資料を取り上げた企画展示をし、
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多くの市民の方に参加していただくため、関係団体や文化協会等への周知

を図り、啓発活動に努める必要がある。 

 ○ 国史跡保存管理計画等策定事業については、策定委員との意見調整を行

いながら、保存管理計画事業の素案を作成した。また、策定委員会を４回、

策定小委員会を３回実施し、保存管理計画についての検討を行うことがで

きた。 

  

〔外部評価委員の意見〕 

 ○ 民俗資料館展観事業については、市民の展示ニーズに対応したテーマの

実施や内容の更なる充実を図ってもらいたい。また、資料館をより多くの

方に利用いただくためにも秋季企画展だけでなく新たな展示事業に取り組

んでもらいたい。 

 ○ 民具をはじめとした郷土資料や美術品ともなる「根来塗」など積極的に

収集・保管し、特色ある資料館づくりに取り組んでもらいたい。 

 ○ 民俗資料館体験学習事業については、屋外の体験学習だけでなく、資料

館の常設展示なども活用した歴史学習会を行うなど、市民や子どもたちに

郷土の歴史や成り立ちについて学びふれあう機会を提供してもらいたい。 



教育総務課

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

1
学校教
育の充
実

いわでアスリー
トクラブ事業

　陸上競技を通じて、児
童の心身の健全育成を
図る。

　毎週土曜日の午前中に、中央小学校又
は大宮緑地総合運動公園を使用して、岩
出市内の小学生＇３年生以上（を対象に、
陸上競技活動を実施する。

ｂ 継続

　継続して参加している児童は、確実に陸上の競技力が身につき、心
身ともに向上が見られ成果が上がっている。全国大会出場者１名。
　指導者は、ボランティア頼りになっていること、小学校の教員が多い
ため、学校行事等と重なり指導者が不足する時があることなど、指導
者の体制の検討が必要である。

2 〃 適応指導教室
事業

　心理的要因等により
学校生活に適応できず
登校できない児童及び
生徒の在籍校への復帰
を目的とする。

　不登校児童・生徒に対し、在籍校への復
帰や自立を図るための指導及び援助、不
登校児童・生徒に対する教育相談、学校
等関係機関との連携を行う。

ａ 継続

　昨年と比べ入室者が12名と増加しており、そのうちの１名が退室し
て、在籍校に戻ることができた。このように、不登校の児童・生徒にとっ
て重要な事業である。
　しかし、入室者の中でも、ほぼ毎日出席できる生徒と全く出席できな
い生徒があるため、出席できない生徒への対応について検討する必
要がある。また昨年度に引き続き、フレンドへの入室が困難な生徒に
対して、在籍校と連携を図り家庭訪問等連絡を密にし、本教室の活用
を促進することが必要である。

3 〃 小・中学校施設
改修事業

　施設の補修及び通学
路の整備工事等により
安心して学習できる環
境整備や児童・生徒の
安全確保を図る。

　小・中学校の補修工事、非構造物材耐
震化工事及び通学路整備工事とそれに
伴う設計監理業務委託ほか各種業務委
託を実施する。

ａ 継続

　各小・中学校の補修＇普通教室床改修工事等（、非構造物材耐震化
工事＇照明器具、放送機器等、落下の危険性がある物の固定（を行
い、安全で安心して授業を受ける環境の確保が図れた。非構造物材
耐震化工事は平成２４年度で完了。
　通学路の危険箇所については、教育委員会、学校、道路管理者及
び警察と協議し、今後も改善に努める。

4 〃 ブロック塀等耐
震化補助事業

　通学路に面したブロッ
ク塀等の倒壊による事
故を未然に防止し、児
童・生徒をはじめとする
通行人の安全を確保す
る。

　
　通学路に面した倒壊の恐れのあるブ
ロック塀等の撤去費用の１／２、軽量塀等
の設置費用の１／３を補助する。
　ただし、補助の上限は撤去１０万円、設
置は５万円
　

ｄ 継続

　ブロック塀等撤去件数、軽量塀等設置件数ともに0件。
　児童・生徒の安全確保を図るために必要な事業であるが、本事業の
利用がなかった。
　地域住民に対し、本事業のさらなる周知に努める。

5 〃
小・中学校教材
教具等の整備
事業

　 教材・教具を整備し、児
童・生徒の学習意欲の向上
及び教師の指導の効率化
を図る。
　児童・生徒図書を充実さ
せ、読書環境の整備・充実
を図る。

　教材・教具購入については、学校からの
購入希望を元に、緊急性・必要性を精査
し計画を立て、整備を進める。
　学校の図書購入希望リストに基づき、整
備を進める。

ｂ 継続

　 小・中学校とも教材・教具の充実・更新を図ることができ、児童・生徒の学習意欲向上及
び教師の指導効率化に寄与した。特に中学校においては、平成２４年度は中学校学習指
導要領の改訂に伴い、新学習指導要領に必要な教材備品を整備した＇２,１６８千円（。
　 図書購入冊数は、岩出小３３７冊、山崎小５４４冊、山崎北小６６２冊、根来小３７１冊、
上岩出小４７５冊、中央小４２１冊、岩出中６９９冊、岩出第二中６１５冊。根来小以外は図
書標準を達成。
　 根来小学校の蔵書数を、早急に図書標準をクリアできるようにする必要がある。

6 〃
児童携帯用防
犯ブザー補助
事業

　防犯ブザー購入費の
一部を補助することに
より、携帯率を高め、児
童を犯罪から保護し、
危険を防止する。

　 各校PTAが防犯ブザーを購入する費用
に対して、その1/2を補助する。ただし、児
童１人につき１回限りとし、限度額４００
円。

ｂ 継続

　登下校における犯罪等防止に効果を挙げているが、児童の好みに
合った商品を独自に購入する家庭も多数あり、申請率は低い。
　児童の安全を守るための事業であるため、今後も携帯率向上に努
める。

平成２４年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（
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教育総務課

7 〃
確かな学力育
成のための実
践研究事業

　 授業における実践研
究を行うことにより、教
員の資質向上を図り、
児童の確かな学力を育
成する。

　 岩出小学校を「言語活動の充実」研究
の拠点校として、上岩出小学校を算数研
究の拠点校として、市内各小中学校と連
携しながら、子どもの確かな学力を育成し
ている。
　他の小学校４校については、それぞれ
の特色を生かした自主研究を実施。

ｂ 継続

　 各学校とも教員が意欲的に研究を推進し、その結果、子どもの意欲
や態度に改善の兆しが見られる。
　 成果の指標が曖昧であるため、成果の検証方法を工夫・検討すると
ともに、指定終了後の教員のモチベーション維持について対策を講じ
る必要がある。

8 〃 紀の国緑育推
進事業

　子どもたちが森林の
働きや林業について学
び、実際に間伐作業や
木材加工を体験するこ
とにより、森林を守り育
てる意識を醸成し、森
林学習を深める。

　森林体験学習前に、森林の働きや林業
について参考資料を用いた事前学習を行
い、その後、森林に入り、実際に間伐作業
や木材加工を体験する森林体験学習を行
う。最後に、事後学習としてこれまでの学
習を振り返り、森林の大切さや森林の保
全について学習する。

ｂ 継続
　 自然と触れ合う機会が減尐している現在の子どもたちにとっては、
貴重な体験ができる事業であり、環境教育としての役割も果たした。
　今後、学習方法の創意工夫に努め、更なる効果の向上を図る。

9 〃

特別支援教育
就学奨励費扶
助事業　(小・中
学校（

　 特別支援学級に在籍
する児童・生徒の保護
者に対し、特別支援教
育就学奨励費を国の基
準により支給し、特別支
援教育の振興を図る。

　 学校給食費、修学旅行費、校外活動
費、学用品費、新入学児童・生徒用品費、
通学用品費に対する奨励費である。
　 支給については、年3回(7月、12月、3
月（支給する。

ｂ 継続
　 特別支援学級に在籍する児童・生徒の保護者の経済的な負担が軽
減され、特別支援教育の振興を図ることができた。
　 本事業の果たす役割は大きく、今後も事業の継続が必要である。

10 〃

要保護、準要
保護児童・生徒
扶助事業
(小・中学校（

　 経済的理由によって
就学が困難と認められ
る児童・生徒に対し、就
学の援助を行い、義務
教育の円滑な実施を図
る。

　 学校給食費、修学旅行費、校外活動
費、学用品費、新入学児童・生徒用品費、
通学用品費に対する奨励費である。
支給については、年3回(7月、12月、3月（
支給する。

ｂ 継続

　 要保護・準要保護児童・生徒の保護者の経済的な負担が軽減さ
れ、義務教育の円滑な実施を図ることができた。
　 経済的理由により就学困難な家庭にとって、本事業の果たす役割
は大きく、事業の継続が必要である。

11 〃
和歌山を元気
にする職場体
験事業

　 職場体験事業を実施
することにより、生徒に
望ましい勤労観及び職
業観を身に付けさせ
る。

　 各中学校において、事業所と連携し中
学２年生を対象に３日間の職場体験事業
を実施する。

ｂ 継続

　 中学生が職業について考え、自分の進路を考える絶好の機会と
なった。
　 今後も必要な事業であるため、さらなる受け入れ事業所の開拓が必
要である。
　 また、今後も、紀の川市の中学校と連携し、情報交換を行っていく必
要がある。

平成２４年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（
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教育総務課

12 〃

中学校防災訓
練及び防災
ジュニアリー
ダー育成事業

　 中学生の危機意識を
高めるとともに、災害時
の地域防災活動におい
て中心的な役割を担う
ことを意識づけるため
に防災訓練を実施す
る。

　 防災訓練は、夏休みの土・日曜日に、
各中学校を会場に３年生を対象として実
施する。
　 防災ジュニアリーダー育成事業は、夏
休みの２日間、那賀消防組合消防本部及
び中消防署を会場に、中学生を対象に実
施する。
　 また、受講者は、岩出市地域防災訓練
にも参加する。

ｂ 継続

授業の一環としての防災訓練を実施することができた。生徒は概ね
真面目な態度で参加することができた。

今後も、こうした訓練を一層充実させ、中学生の防災意識の高揚を
図り、防災の啓発・指導・実践活動ができるジュニアリーダーの育成に
努める。

13 〃
私立幼稚園就
園奨励費補助
事業

　 家庭の所得状況に応
じ、保護者の経済的負
担の軽減及び保護者負
担の格差是正を図る。

　 私立幼稚園に在園する本市に住所を有
する満3歳児、3歳児、4歳児及び5歳児の
岩出市私立幼稚園就園奨励費補助金交
付要綱に該当した保護者に対し、設置者
が保育料を減免する場合に、当該設置者
に対し、補助を行う。

ｂ 継続
　 本事業の実施により、保護者負担の格差是正を図ることができた。
　 保護者の経済的な負担を軽減するための私立幼稚園に対する補助
事業であるため、今後も継続実施に努める。

14 〃
学校給食運営
事業

　 児童・生徒に栄養バ
ランスの取れた安全な
給食を提供し、心身の
健全な育成を図るととも
に、円滑な学校給食運
営を推進するため、給
食費の完全徴収に取り
組む。

　 地産地消の推進を図り、献立の工夫改
善に取り組む。
  給食費については、学校と連携を図ると
ともに、支払督促申立による債権差押に
より徴収率の向上に取り組む。

ｂ 継続

　 学校給食は、栄養バランスの取れた献立となっている。
　 地産地消率７７．６％　　現年度給食費徴収率９９．０１％
　 今後も、地産地消の推進と安全・安心な給食の提供を図るとともに、
支払督促申立による債権差押や学校との連携を一層強化し、児童手
当からの徴収を行い徴収率の向上に努める。

15
子育て
環境の
充実

放課後児童健
全育成事業

　 放課後又は夏休み等
の長期休暇中に家庭に
おいて、保育することが
困難と認められる小学
校に就学している児童
を対象に、適切な遊び
及び生活の場を提供す
る。

　 小学校1年生～3年生までの児童で、家
庭での保育が困難と認められる者に対し
て、放課後の児童の健全育成を図る。
　 社団法人シルバー人材センターに委託
し、市内6ヶ所(7教室)で実施している。
　 実施時間は、学校開業日は、午後1時
から午後7時まで、それ以外の日は、午前
8時から午後7時まで開設。休日は日曜
日、8月13日～16日、12月28日～1月5
日。

ｂ 継続

　 共働き家庭等の児童の放課後において、安全で安心した時間を過
ごす支援ができ、効果は大きかった。
　 運営にあたっては、各学童保育所、学校＇山崎北小学校を除く（、教
育委員会の三者が2ヶ月に１度、協議をする機会を設けたことで、問題
点や学童保育所、学校での児童の様子などを共有できたことから、よ
り円滑に運営することができた。
　 シルバー人材センターから派遣される指導員の資質向上を図ってい
く必要がある。

16
国際交
流の推
進

外国青年招致
事業

　中学校の英語の授業
において、外国青年の
補助により英語を多用
した授業を実践すること
により、外国語教育の
充実及び推進を図る

　 外国青年を英語指導助手として招致
し、中学校で英語教育の授業を実施す
る。

ｂ 継続

　 英語教員と英語指導助手とのティームティーチングを実施すること
により、中学校の英語教育が充実した。また、英語指導助手と生徒と
のコミュニケーションが、英語の授業以外でも積極的に行われ、国際
理解教育の充実にも寄与した。
　 今後、さらに英語教育の重要性が増してくることから、引き続き本事
業の継続が必要である。

平成２４年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（
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生涯学習課

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

1
青少年
の健全
育成

青尐年育成市
民会議助成事
業

 青尐年の健全育成の
中心的役割を担う、青
尐年育成市民会議に係
る活動費を助成し、家
庭・学校・地域及び行政
が連携し、青尐年の健
全育成を推進する。

　人間関係の確立や仲間意識・地域連帯
意識を醸成するため、家庭・学校・地域社
会が一体となった「市民総ぐるみの運動」
として下記の活動を推進する。
【１】活力ある地域活動
【２】家庭教育支援活動
【３】意識啓発のための活動
【４】関係機関・諸団体との連携強化と情
報収集
【５】子どもを守るための活動

ｂ 継続

　その時〄の課題に対応した活動を実施しており、各事業における参
加者も多く、効果があった。今後も地区育成会の活動の活性化を図る
とともに、地区育成会の立ち上げを区・自治会等への働きかけを継続
し、また、あいさつ運動や見守り活動の充実に努める。

2 〃
青尐年センター
運営事業

　青尐年の非行、被害
防止、及び岩出市内の
青尐年を取り巻く環境
浄化を目的に、補導活
動、相談活動、広報活
動を実施する。

　非行の早期発見、早期指導、その他青
尐年の非行防止活動を行い、関係機関と
の連携を図る。

ｂ 継続

　補導委員や各種団体の協力のもと、街頭補導・街頭啓発等の実施に
より、非行防止への成果が十分にあった。今後は、警察等関係機関と
の連携の強化を図るとともに、街頭補導の充実のため補導回数につい
て見直していく。

3
生涯学
習の推
進

放課後子ども
教室推進事業

　放課後に地域の方〄
の参画を得て、スポー
ツ・文化活動・地域住民
との交流活動等を推進
する。

　安全・安心な子どもの居場所を設け、地
域の方〄の参画を得て、勉強やスポーツ・
文化活動を推進する。

ｂ 継続
　住民の方〄の協力を得て、各種の教室を開催し、多数の小学生が参
加した。今後も、協力者の確保に努めるとともに、学校との連絡を密に
し、進めていく。

4 〃 公民館事業

　市民の高まる学習意
欲に対応した公民館運
営に努め、公民館の充
実を図る。

　市民一人一人が適切に学習できる”場”
と”機会”の拡大を図り、あらゆる世代に親
しまれる公民館活動を展開している。

ｂ 継続
　市主催の各種教室や文化協会の活動など住民ニーズに対応した運
営に努めている。今後も、住民ニーズに対応した場と機会の確保に努
めていく。

平成24年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（
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5
生涯学
習の推
進

生涯学習振興
事業

　より豊かで充実した生
活を送るための生涯学
習機会を提供する。

　１１月２日の文化祭の前夜祭として、生
涯学習を考えるつどいコンサートを実施。

ｂ 継続 　ピアノとソプラノのアンサンブルで奏でる音色を聴きながら、世代を超
えて様〄なことを感じ、学べる機会を提供できた。

6 〃
負担金・補助金
事業

　競技力の向上と育
成、活動の活性化を図
るため、スポーツ尐年
団・体育協会への補助
金や県への負担金

　市体育協会並びに市スポーツ尐年団他
４団体に対して補助する。

ｂ 継続 　各種補助金は、青尐年の健全育成や生涯スポーツの振興などに成
果をあげることができた。

7 〃
市民運動会事
業

　市民へのスポーツ振
興と、レクリエーションの
普及・浸透を図り、より
よい人間関係をはぐくむ
とともに明朗・活発な人
間育成に資する事を目
的とする。

　10月14日の体育の日に運動会種目＇２３
種目（並びにスポーツアトラクション＇６か
所（を実施。

ｂ 継続
　参加者数9,869名と、多くの市民が参加して健康増進を図り、市民相
互のふれあいと交流を深める絶好の機会を提供することが出来た。

8 〃
岩出マラソン大
会実行委員会
助成事業

　市民及び参加者に、
健康と体力づくりをする
ための生涯スポーツの
普及と振興を推進する
とともに、マラソン大会
を開催することにより、
岩出市を広く周知するこ
とを目的とする。

一般１５キロの部＇予定人数６００名（、
一般５キロの部＇予定人数４００名（、
小学生３キロの部＇予定人数６００名（、
ファミリー２キロの部＇予定人数９００名（
会場並びにコース：根来若もの広場＇広域
農道スタート～若もの広場ゴール（
平成２5年３月10日＇日（開催

ａ 継続

　県外からの参加者も多く、参加申込が計画以上の人数＇3,159名（で
あり、岩出市を広くPRすることができた。また、参加者間の交流により、
互いにふれあうことが出来、有意義な大会となった。
　今後も、会場並びにコースの安全確保と、スムーズな大会運営に努
める。

9 〃
スポーツ教室
事業

市民のスポーツ振興を
図り、健康で明るいまち
づくりを推進する。

親子体操教室・ヨガ教室・エアロビクス教
室を実施。

ｂ 継続

　毎年、内容に工夫し楽しく参加できるよう取り組み、市民の健康維持
増進に貢献した。
親子体操教室は、３歳児同士や親たちの交流につながり、楽しく運動
することができた。
　今後も、市民のニーズにあった教室の開催を目指す。

２
７



生涯学習課

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

平成24年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（

番号 主　要
施策名

事務事業名 事業の目的 事業概要

総合評価

10
生涯学
習の推
進

大会等選手派
遣補助事業

スポーツ活動の振興と
スポーツ活動団体の育
成を図るため、各種ス
ポーツ大会の出場に要
する経費の一部を補助
することを目的とする。

市スポーツ尐年団及び市体育協会に属す
る者が大会に出場する場合の経費の一部
を補助する。

ａ 継続
 本年度は全国大会10件、近畿大会8件、県大会13件 計31件の派遣
補助を行い、スポーツの振興を図ることができた。

11
文化･芸
術の振
興

文化祭事業

　市民文化の一層の発
展と充実を図るため、文
化活動の成果を発表す
る機会を設け、文化活
動の振興と普及を図る
とともに、参加を通じて
薫り高い文化への理解
を深め、心がふれあう
活力あふれるまちづくり
を推進する。

日時：平成2４年11月３日＇土（～４日＇日（
場所：市民総合体育館ほか
内容：＇テーマ　ふれあう心　輝く文化（
　　　　○作品展示
　　　　○芸能発表
　　　　○各種イベントコーナー

ｂ 継続

　入場者が２３，１８３名と前年度に比べ、３，８１２名の増となり、市民
相互のふれあいと交流が図られた。今後も、多くの作品の出展がいた
だけるよう、文化協会等に協力を求めるとともに、広報を工夫し周知に
努める。

12 〃
公民館フェアー
事業

文化教室及び公民館利
用サークルによる日頃
の成果発表を通じて、
人〄の出会い、ふれあ
いの機会をつくり、市民
が公民館活動・文化活
動に対する理解と関心
を深めることを目的とす
る。

日時：平成２５年３月２日＇土（～３日＇日（
場所：岩出市総合保健福祉センター
内容：＇「岩出市民ふれあいまつり」と同時
開催（
　　　　○公民館コンサート
　　　　○公民館ギャラリー
　　　　○公民館チャリティー

ｂ 継続
　来場者が１，９１９名と前年度に比べ、２６４名の減となったが、成果
発表の場及び市民のふれあいの機会をつくることができた。保健推進
課と連携を図り、周知に努める。

13
人権尊
重の推
進

人権啓発活動
地方委託事業

　 人権尊重思想の普及
高揚を図り、市民に人
権問題に対する正しい
認識を広めることによ
り、基本的人権の擁護
に資する。

人権啓発講演会を開催し、多数の市民が
参加することにより、人権意識の向上を図
る。

ｂ 継続

　アンケートを行った結果、講演会による人権問題への関心・理解では
「深まった＇すこし・おおいに（」の人が約９４％となっており、人権啓発
に繋がった。
 参加者が尐なかったため、今後どのようにして周知を行うかが課題。

２
８



生涯学習課

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

平成24年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（

番号 主　要
施策名

事務事業名 事業の目的 事業概要

総合評価

14
人権尊
重の推
進

保護者学級開
設事業

児童の保護者に対する
人権学習の推進

小学校６校で保護者を対象に１回２時間
の講座を年間３講座開催。 ｂ 継続

　人権問題に対する正しい認識を広めることができた。今後も多くの保
護者の方に参加してもらえるよう努める。

　 　 　 　 　

２
９



岩出図書館

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

1

子ども
読書活
動推進
事業

第２次岩出市
子ども読書活
動推進計画策
定事業

子どもたちの生涯にわ
たる「生きる力」の基礎
的な部分を育む豊かな
読書環境づくりの継続
的な推進を図る。

平成２５年度から平成２９年度までの５年
間を計画期間とする第２次岩出市子ども
読書活動推進計画を策定し、実行する。

ｂ 継続

これまでの第１次計画期間での取組みにおける成果と課題を踏まえ、
更なる岩出市における子ども読書活動の推進のため、子どもの読書環
境に関するアンケート調査を実施するとともに、計画案に対する意見募
集も行い、作成した。今後も、計画に基づき、事業を実施していく。

2 〃
家族ふれあい
読書推進事業

家族が子どもと一緒に
読書する時間をつくり、
「うちどく＇家での読書（」
することを推進するとと
もに、家庭力の向上と
子どもの読書活動の活
性化を図る。

うちどくにおすすめの図書のリストや家族
の読書の記録を書きとめる欄を掲載した
「うちどくノート」の配布や図書館におすす
め本を展示するうちどくコーナーの設置を
行う。

ｂ 継続

「うちどくノート」の各小中学校への配布及び説明を行い、図書館には
おすすめ本を展示する「うちどくコーナー」を設置した。今後は、うちどく
ノートの活用に努める。

3
図書館
利用促
進事業

図書館運営事
業

市民が身近にあって、
いつでも、どこでも、だ
れでも図書館サービス
が受けられるように、岩
出図書館と分館・分室
のネットワークにより、
地域密着型の図書館運
営を図る。

さまざまなジャンルの蔵書を充実するとと
もに、分館・分室との情報ネットワーク化
の充実を図る。
また、ＤＶＤ上映会、おはなし会、各種体験
教室、講演会等の開催を実施し、図書館
の利用を促進する。

ｂ 継続

入館者数、貸出点数は、前年度に比べ減尐しているものの、貸出人数
は増えている。今後は、イベントの開催内容等の見直しにより、新たな
利用者に図書館に来てもらい、各種サービスを知ってもらえるように努
める。

4 〃 図書購入事業

市民が図書館を身近に
感じ、趣味や研究、仕
事、遊びや暮らしの中
で活かせるよう、新聞・
雑誌からやや専門的な
資料まで幅広く収集し、
提供する。

一般図書・児童図書及び視聴覚資料＇ＤＶ
Ｄ・ＣＤ（等、図書館資料の収集を行う。

ｂ 継続

一般図書９，７０３冊、児童図書３，６４０冊、参考図書２１１冊、視聴覚
資料ＤＶＤ１０８枚、ＣＤ１０６枚を購入し、図書資料の充実を図った。今
後も利用者の幅広いニーズに対応し、参考書や郷土資料など図書の
収集に努め、図書の充実を図る。

平成24年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（

番号 主　要
施策名

事務事業名 事業の目的 事業概要

総合評価

３
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民俗資料館

評価 今後の
方向性

     評価の理由、課題、今後の対応等

1
文化･芸
術の振
興

民俗資料館施
設改修事業

　民俗資料館の施設改
修により、施設の整備・
充実を図る。

　民俗資料館の屋根補修工事、常設展示
室の空調改修工事、常設展示改修工事を
実施する。

ｂ 完了 　全ての事業を計画どおり実施することができた。

2 〃
民俗資料館展
観事業

　市民に郷土の歴史・文
化に関心と理解を深め
ていただくことを目的と
する。

「岩出の古建築と美～古い建物をみてみ
よう～」をテーマに企画展開催
会期１１月３日＇土（～１１月２５日＇日（まで
根来塗講座作品展示開催
会期３月１７日～４月６日まで
文化協会作品展示開催
参加６団体

ｂ 継続

　企画展開催中は、来館者にアンケートを実施し、企画展示の感想や
今後の企画展示等へのニーズ等を把握することができた。
企画展開催期間の入館者数５，３０３名
根来塗講座作品展示の入館者数７，３５９名
文化協会作品展示の入場者数延べ６，８７７名
　できるだけ多くの市民の方に来館いただくため、関係機関等への働き
かけのほか、市の広報やホームページの活用等、啓発活動に努める。

3 〃
民俗資料館体
験学習事業

　歴史・文化について、
市民の学習ニーズに応
えるとともに、次代を担
う小・中学生に市の歴
史・文化に関心や理解
を深め、より一層の郷土
愛を養う。

小中学生歴史ウォーク＆自然観察体験
日時：８月５日＇日（　午前８時００分～
場所：大宮神社及びその周辺
歴史講座
第１回：６月２４日＇日（午後１時３０分～
テーマ：岩出のなりたち
～中世から今日まで～
第２回：２月２日＇土（ 午後１時３０分～
テーマ：根来寺周辺の森林の変化と利用
～里山のいま・むかし～

ｂ 継続

○小・中学生歴史ウォーク＆自然観察体験学習
　児童・生徒３３名、保護者２５名、計５８名の参加を得た。
○歴史講座
・第１回　参加者数：６９名
・第２回　参加者数：８０名
　今後も多くの方に参加いただくため、学習内容や方法等について、ア
ンケートの結果を参考に工夫・改善に努める。

4 〃
国史跡保存管
理計画等策定
事業

　国史跡根来寺境内の
今後の適正な保存管理
計画を策定することを目
的に、策定委員会を設
置し委員会の審議を経
つつ報告書を作成す
る。

　平成２３・２４年度の２ヶ年事業として実
施する。
　文化庁から、期間延長の指導があり、県
教育委員会や策定委員会委員長と協議
の結果、根来寺周辺の景観調査や環境調
査等の精査を行うため、平成２５年度まで
の３ヶ年事業として実施することになった。

ｂ 継続

　平成２４年度は、策定委員との意見調整を行いながら、保存管理計
画事業の素案を作成した。また、策定委員会を４回、策定小委員会を３
回開催し、保存管理計画の策定について検討を行うことができた。

平成24年度教育委員会事務事業評価一覧表＇評価期間：平成24年4月１日～平成25年3月31日（

番号
主　要
施策名

事務事業名 事業の目的 事業概要

総合評価
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